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(57)【要約】
　本発明の実施形態によって、データを送信する方法お
よび装置が提供される。このデータ伝送方法は、主に、
送信側によるデータパケット送信を受信し、受信したデ
ータパケットの情報を記録するステップと、受信したデ
ータパケットを所定のプロトコル層を介して受信側に送
信するステップと、受信側によって送信側に送信される
データパケット確認情報を所定のプロトコル層が受信し
た後、記録されたデータパケットと所定のプロトコル層
によって受信されたデータパケットとのマッピング関係
であるデータパケットマッピング関係に従って、記録さ
れたデータパケットの情報を探索するステップと、探索
されたデータパケットの情報に従って、送信側に送信さ
れる確認メッセージＡＣＫを生成するステップと、を含
む。本発明の実施形態によって提供される方法および装
置は、ＡＣＫを能動的に生成し、それを送信側に送信す
ることでデータ伝送速度を上げる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信側によって送信されたデータパケットを受信し、前記受信されたデータパケットに
関する情報を記録するステップと、
　前記受信されたデータパケットを、プロトコル層を介して受信側に送信するステップと
、
　前記プロトコル層が前記受信側から前記データパケットの確認情報を受信した後、記録
されたデータパケットと前記プロトコル層によって受信されたデータパケットとの関係で
あるデータパケットマッピングに従って、前記データパケットに関する記録情報を検索す
るステップと、
　受信されたデータパケットに関する記録情報を検索する前記ステップによって取得され
た前記データパケットに関する情報に従って前記送信側に向けた肯定応答ＡＣＫを構築す
るステップと、
を含む、データ伝送方法。
【請求項２】
　受信されたデータパケットに関する前記情報を記録する前記ステップが、
　前記データパケットを受信した順序に従って前記受信されたデータパケットのシーケン
ス番号ＳＮを記録するステップ、
を含む、請求項１に記載のデータ伝送方法。
【請求項３】
　前記データパケットが伝送制御プロトコルＴＣＰパケットである場合、前記受信パケッ
トに関する前記情報を記録するステップが、
　前記ＴＣＰパケットのパケット長およびＴＣＰ　ＳＮを記録するステップ、
をさらに含む、請求項２に記載のデータ伝送方法。
【請求項４】
　前記データパケットマッピングに従って、前記データパケットに関する記録情報を検索
するステップは、
　前記データパケットマッピングに従って、対応するデータパケットのパケット長および
ＴＣＰ　ＳＮを検索するステップ、
をさらに含む、請求項２に記載のデータ伝送方法。
【請求項５】
　前記検索ステップによって取得された前記データパケットに関する情報に従って前記送
信側に向けた前記ＡＣＫを構築するステップは、
　前記対応するデータパケットの前記パケット長およびＴＣＰ　ＳＮに従って、前記ＳＮ
が前記パケット長に前記ＴＣＰ　ＳＮを足したものであるＡＣＫを構築するステップ、
を含む、請求項４に記載のデータ伝送方法。
【請求項６】
　前記送信側に向けたＡＣＫを構築するステップの前に、
　前記パケット長に前記ＴＣＰ　ＳＮを足した結果である前記ＡＣＫの前記ＳＮを、前記
受信側によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮと比較するステップと、
　前記受信側によって返された前記ＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮが前記ＡＣＫのＳＮより小
さい場合、前記送信側に向けたＡＣＫを構築し、前記受信側によって返された前記ＴＣＰ
　ＡＣＫの最大ＳＮが前記ＡＣＫのＳＮ以上である場合、前記送信側に向けたＡＣＫを構
築しないステップと、
をさらに含む、請求項５に記載のデータ伝送方法。
【請求項７】
　前記受信側によって返された前記ＴＣＰ　ＡＣＫを受信すると、前記受信側によって返
された前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮを、前記構築されたＡＣＫの最大ＳＮと比較するステッ
プと、
　前記受信側によって返された前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが前記構築されたＡＣＫの最大



(3) JP 2011-528198 A 2011.11.10

10

20

30

40

50

ＳＮより大きい場合、前記受信側から受信された前記ＴＣＰ　ＡＣＫを前記送信側に送信
し、前記受信側によって返された前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが前記構築されたＡＣＫの最
大ＳＮ以下である場合、前記受信側から受信された前記ＴＣＰ　ＡＣＫを廃棄するステッ
プと、
をさらに含む、請求項６に記載のデータ伝送方法。
【請求項８】
　送信側によって送信されたデータパケットを受信するステップと、
　前記受信されたデータパケットを、プロトコル層を介して受信側に送信するステップと
、
　前記プロトコル層が前記受信側によって前記送信側に送信された前記データパケットの
確認情報を受信した後、前記確認情報に従って対応するデータパケットに関する情報を取
得するステップと、
　前記対応するデータパケットに関する取得情報に従って前記送信側に向けた肯定応答Ａ
ＣＫを構築するステップと、
を含む、データ伝送方法。
【請求項９】
　前記確認情報に従って前記対応するデータパケットに関する情報を取得するステップは
、
　前記確認情報に従って前記対応するデータパケットのシーケンス番号ＳＮを取得するス
テップ、
を含む、請求項８に記載のデータ伝送方法。
【請求項１０】
　前記データパケットが伝送制御プロトコルＴＣＰパケットである場合、前記確認情報に
従って前記対応するデータパケットに関する前記情報を取得するステップは、
　前記対応するデータパケットの前記ＳＮに従って前記ＴＣＰパケットのパケット長およ
びＴＣＰ　ＳＮを取得するステップ、
をさらに含む、請求項９に記載のデータ伝送方法。
【請求項１１】
　前記送信側に向けた前記ＡＣＫを構築するステップは、
　前記ＴＣＰパケットのパケット長およびＴＣＰ　ＳＮに従って、前記ＡＣＫのＳＮが前
記パケット長に前記ＴＣＰ　ＳＮを足したものであるＡＣＫを構築するステップ、
を含む、請求項１０に記載のデータ伝送方法。
【請求項１２】
　前記送信側に向けた前記ＡＣＫを構築する前に、
　前記パケット長に前記ＴＣＰ　ＳＮを足した結果である前記ＡＣＫのＳＮを、前記受信
側によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮと比較するステップと、
　前記受信側によって返された前記ＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮが前記ＡＣＫのＳＮより小
さい場合、前記送信側に向けたＡＣＫを構築し、前記受信側によって返された前記ＴＣＰ
　ＡＣＫの最大ＳＮが前記ＡＣＫのＳＮ以上である場合、前記送信側に向けたＡＣＫを構
築しないステップと、
をさらに含む、請求項１１に記載のデータ伝送方法。
【請求項１３】
　前記受信側によって返された前記ＴＣＰ　ＡＣＫを受信すると、前記受信側によって返
された前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮを、前記構築されたＡＣＫの最大ＳＮと比較するステッ
プと、
　前記受信側によって返された前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが前記構築されたＡＣＫの最大
ＳＮより大きい場合、前記受信側から受信されたＴＣＰ　ＡＣＫを前記送信側に送信し、
前記受信側によって返された前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが前記構築されたＡＣＫの最大Ｓ
Ｎ以下である場合、前記受信側から受信されたＴＣＰ　ＡＣＫを廃棄するステップと、
をさらに含む、請求項１２に記載のデータ伝送方法。
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【請求項１４】
　送信側によって送信されるデータパケットを受信し、前記受信されるデータパケットに
関する情報を記録するように構成された受信部と、
　前記受信されるデータパケットを、プロトコル層を介して受信側に送信するように構成
された送信部と、
　前記プロトコル層が前記受信側から前記データパケットの確認情報を受信した後、記録
されるデータパケットと前記プロトコル層によって受信されるデータパケットとの関係で
あるデータパケットマッピングに従って、前記データパケットに関する記録情報を検索す
るように構成された検索部と、
　前記検索部によって取得される前記データパケットに関する前記情報に従って前記送信
側に向けた肯定応答ＡＣＫを構築するように構成された構築部と、
を備える、データ伝送装置。
【請求項１５】
　前記受信部によって記録される前記データパケットに関する前記情報は、前記受信され
るデータパケットの順序を示すシーケンス番号ＳＮを含み、前記データパケットが伝送制
御プロトコルＴＣＰパケットである場合、前記データパケットに関する情報は、パケット
長およびＴＣＰ　ＳＮをさらに含む、
請求項１４に記載のデータ伝送装置。
【請求項１６】
　前記受信部によって記録される前記データパケットに関する前記情報に従って、前記プ
ロトコル層と前記データ伝送装置とが共用する前記データパケットマッピングを生成する
ように構成された生成部、
をさらに備える、請求項１５に記載のデータ伝送装置。
【請求項１７】
　前記検索部によって取得される前記データパケットに関する前記情報に従って、ＡＣＫ
を構築することが必要であるかどうか判断するように構成された判断部、をさらに備え、
　前記判断部は、前記ＡＣＫを構築することが必要であるかどうかを、
　前記パケット長に前記対応するデータパケットの前記ＴＣＰ　ＳＮを足した結果である
前記ＡＣＫのＳＮを、前記受信側によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮと比較する
こと、
によって判断し、
　前記受信側によって返される前記ＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮが前記ＡＣＫのＳＮより小
さい場合、前記送信側に向けたＡＣＫが構築され、前記受信側によって返される前記ＴＣ
Ｐ　ＡＣＫの最大ＳＮが前記ＡＣＫのＳＮ以上である場合、前記送信側に向けたＡＣＫが
構築されない
請求項１６に記載のデータ伝送装置。
【請求項１８】
　前記受信側によって返される前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮを、前記構築部によって構築さ
れる前記ＡＣＫのＳＮと比較するように構成された比較部、
をさらに備え、
　前記受信側によって返される前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが前記構築されるＡＣＫの最大
ＳＮより大きい場合、前記受信側から受信される前記ＴＣＰ　ＡＣＫが前記送信側に送信
され、前記受信側によって返される前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが前記構築されるＡＣＫの
最大ＳＮ以下である場合、前記受信側から受信される前記ＴＣＰ　ＡＣＫが廃棄される
請求項１７に記載のデータ伝送装置。
【請求項１９】
　送信側によって送信されるデータパケットを受信するように構成された第２の受信部と
、
　前記受信されるデータパケットを、プロトコル層を介して受信側に送信するように構成
された第２の送信部と、
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　前記プロトコル層が前記受信側によって前記送信側に送信される前記データパケットの
確認情報を受信した後で、前記データパケットの前記確認情報に従って対応するデータパ
ケットに関する情報を取得するように構成された取得部と、
　前記取得部によって取得される前記データパケットに関する前記情報に従って、前記送
信側に向けた肯定応答ＡＣＫを構築するように構成された第２の構築部と、
を備える、データ伝送装置。
【請求項２０】
　前記取得部は、前記確認情報に従って前記データパケットのシーケンス番号ＳＮを取得
するように構成されている、
請求項１９に記載のデータ伝送装置。
【請求項２１】
　前記取得部はさらに、前記データパケットの前記ＳＮに従ってＴＣＰパケットのパケッ
ト長およびＴＣＰ　ＳＮを取得するように構成されている、
請求項２０に記載のデータ伝送装置。
【請求項２２】
　前記第２の構築部は、前記ＴＣＰパケットの前記パケット長およびＴＣＰ　ＳＮに従っ
て前記ＡＣＫを構築し、前記ＡＣＫのＳＮは、前記パケット長に前記ＴＣＰ　ＳＮを足し
たものである、
請求項２１に記載のデータ伝送装置。
【請求項２３】
　ＡＣＫを構築することが必要であるかどうか判断するように構成された第２の判断部、
をさらに備え、
　前記第２の判断部は、前記ＡＣＫを構築することが必要であるかどうかを、
　前記パケット長に前記ＴＣＰ　ＳＮを足した結果である前記ＡＣＫのＳＮを、前記受信
側によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮと比較すること、
によって判断し、
　前記受信側によって返される前記ＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮが前記ＡＣＫのＳＮより小
さい場合、前記送信側に向けたＡＣＫが構築され、前記受信側によって返される前記ＴＣ
Ｐ　ＡＣＫの最大ＳＮが前記ＡＣＫのＳＮ以上である場合、前記送信側に向けたＡＣＫが
構築されない、
請求項２２に記載のデータ伝送装置。
【請求項２４】
　前記受信側によって返される前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮを、前記構築されるＡＣＫの最
大ＳＮと比較するように構成された第２の比較部、
をさらに備え、
　前記受信側によって返される前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが前記構築されるＡＣＫの最大
ＳＮより大きい場合、前記受信側から受信される前記ＴＣＰ　ＡＣＫが前記送信側に送信
され、前記受信側によって返される前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが前記構築されるＡＣＫの
最大ＳＮ以下である場合、前記受信側から受信される前記ＴＣＰ　ＡＣＫが廃棄される
請求項２３に記載のデータ伝送装置。
【請求項２５】
　送信側と受信側との間でデータを伝送するように構成された中間ネットワーク要素ＮＥ
であって、
　プロトコル層と、請求項１４から１８のいずれか１項に記載のデータ伝送装置とを備え
、
　前記プロトコル層は中間ＮＥの任意のプロトコル層であり、前記プロトコル層と前記受
信側との間には確認機構が存在し、前記受信側は、データパケットを受信し次第、前記プ
ロトコル層に確認情報を返し、
　前記プロトコル層と前記データ伝送装置との間ではデータパケットマッピングが共用さ
れ、前記プロトコル層が前記受信側によって返される前記確認情報を受信した後、前記デ
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ータ伝送装置は、前記データパケットマッピングに従って肯定応答ＡＣＫを構築し、前記
ＡＣＫを前記送信側に送信する、
中間ネットワーク要素ＮＥ。
【請求項２６】
　送信側と受信側との間でデータを伝送するように構成された中間ネットワーク要素ＮＥ
であって、
　プロトコル層と、請求項１９から２４のいずれか１項に記載のデータ伝送装置とを備え
、
　前記プロトコル層は中間ＮＥの任意のプロトコル層であり、前記プロトコル層と前記受
信側との間には確認機構が存在し、前記受信側は、データパケットを受信し次第、前記プ
ロトコル層に確認情報を返し、
　前記プロトコル層が前記受信側によって返される確認情報を受信した後、前記データ伝
送装置は、前記確認情報に従って前記データパケットに関する情報を取得し、前記データ
パケットに関する前記情報に従って前記送信側に向けた肯定応答、ＡＣＫ、を構築する
中間ネットワーク要素ＮＥ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、参照によりその全文が本明細書に組み込まれる、「Data Transmission Meth
od and Apparatus」という名称の、２００８年７月１７日に中国特許庁に出願された、中
国特許出願第２００８１０１４１６６５．９号の優先権を主張するものである。
　本発明は移動体通信分野に関し、詳細には、データ伝送方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）は、一般に、無線分野におけるパケット交換（ＰＳ）サ
ービスに適用される。無線ネットワークは、高遅延、可変データ転送速度、非対称性、遅
延ピーク、帯域幅ジッタといった特徴によって特徴付けられ、これらの特徴は、ＴＣＰの
性能に影響を及ぼすことがある。データサービスの発展につれて、ユーザが必要とするサ
ービス品質（ＱｏＳ）はますます高くなっている。無線ベアラにおけるＴＣＰの伝送性能
を向上させることは重要である。
【０００３】
　データ伝送がアップリンク方向とダウンリンク方向で同時に発生するとき、伝送プロセ
スは、アップロードプロセスとダウンロードプロセスとを含む。アップロードプロセスに
おいて、端末はサーバにデータパケットを送信し、サーバから肯定応答（ＡＣＫ）パケッ
トを受信した後、端末は、ウィンドウをスライドさせて新しいデータパケットを送信する
。ダウンロードプロセスにおいて、サーバは端末にデータパケットを送信し、端末からＡ
ＣＫパケットを受信した後、サーバはウィンドウをスライドさせて新しいデータパケット
を送信する。サーバは、データパケットを送信するとき、アップリンクデータパケットに
対応するＡＣＫパケットも送信する。端末は、データパケットを送信するとき、ダウンリ
ンクデータパケットに対応するＡＣＫパケットも送信する。
【０００４】
　データがアップリンクとダウンリンク両方で同時に送信されるときに実際に示されるス
ループット性能は、無線システムを評価するための重要な性能指標である。しかし、本発
明の発明者は、先行技術には少なくとも以下の問題があると考える。すなわち、既存のネ
ットワーク上の試験では、データがアップリンクとダウンリンクの両方向で同時に送信さ
れるとき、ダウンリンク方向のデータ転送速度は低く、不安定である。それは、ダウンリ
ンクデータパケットに対応するＡＣＫが、一般に、端末のＴＣＰ層においてアップリンク
データパケットの後に配置されるからであり、これが、ダウンリンクデータパケットに対
応するＡＣＫの遅延をもたらし、ダウンリンクデータ伝送の性能が深刻な影響を受け、ユ
ーザの体感品質が低下する。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の実施形態は、ダウンリンクデータ伝送の性能を改善するためのデータ伝送方法
および装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施形態で提供されるデータ伝送方法は、
　送信側によって送信されたデータパケットを受信し、受信されたデータパケットに関す
る情報を記録するステップと、
　受信されたデータパケットを、プロトコル層を介して受信側に送信するステップと、
　プロトコル層が受信側からデータパケットの確認情報を受信した後、記録されたデータ
パケットとプロトコル層によって受信されたデータパケットとの関係であるデータパケッ
トマッピングに従って、データパケットに関する記録情報を検索（検査）するステップと
、
　受信されたデータパケットに関する記録情報を検索するステップによって取得されたデ
ータパケットに関する情報に従って、送信側に向けた肯定応答ＡＣＫを構築するステップ
と、
を含む。
　本発明の一実施形態で提供される別のデータ伝送方法は、
　送信側によって送信されたデータパケットを受信するステップと、
　受信されたデータパケットを、プロトコル層を介して受信側に送信するステップと、
　受信側によって送信側に送信されたデータパケットの確認情報をプロトコル層が受信し
た後、確認情報に従って対応するデータパケットに関する情報を取得するステップと、
　対応するデータパケットに関する取得情報に従って送信側に向けた肯定応答ＡＣＫを構
築するステップと、
を含む。
【０００７】
　本発明の一実施形態で提供されるデータ伝送装置は、
　送信側によって送信されるデータパケットを受信し、受信されたデータパケットに関す
る情報を記録するように構成された受信部と、
　受信されるデータパケットを、プロトコル層を介して受信側に送信するように構成され
た送信部と、
　プロトコル層が受信側からデータパケットの確認情報を受信した後、記録されるデータ
パケットとプロトコル層によって受信されるデータパケットとの関係であるデータパケッ
トマッピングに従って、データパケットに関する記録情報を検索するように構成された検
索部と、
　検索部によって取得されるデータパケットに関する情報に従って、送信側に向けた肯定
応答ＡＣＫを構築するように構成された構築部と、
を含む。
【０００８】
　本発明の一実施形態で提供される中間ネットワーク要素（ＮＥ）は、プロトコル層と、
前述のデータ伝送装置とを含む。プロトコル層は中間ＮＥの任意のプロトコル層であり、
このプロトコル層と受信側との間には確認機構が存在する。受信側は、データパケットを
受信次第、プロトコル層に確認情報を返す。
【０００９】
　プロトコル層とデータ伝送装置との間ではデータパケットマッピングが共用される。プ
ロトコル層が受信側によって返される確認情報を受信した後、データ伝送装置は、データ
パケットマッピングに従ってＡＣＫを構築し、それを送信側に送信する。
【００１０】
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　本発明の一実施形態で提供される別のデータ伝送装置は、
　送信側によって送信されるデータパケットを受信するように構成された第２の受信部と
、
　受信されるデータパケットを、プロトコル層を介して受信側に送信するように構成され
た第２の送信部と、
　プロトコル層が受信側によって送信側に送信されるデータパケットの確認情報を受信し
た後、データパケットの確認情報に従って、対応するデータパケットに関する情報を取得
するように構成された取得部と、
　取得部によって取得されるデータパケットに関する情報に従って、送信側に向けた肯定
応答ＡＣＫを構築するように構成された第２の構築部と、
を含む。
【００１１】
　本発明の一実施形態で提供される別の中間ＮＥは、プロトコル層と、前述のデータ伝送
装置とを含む。プロトコル層は中間ＮＥの任意のプロトコル層であり、このプロトコル層
と受信側との間には確認機構が存在する。受信側は、データパケットを受信次第、プロト
コル層に確認情報を返す。
【００１２】
　プロトコル層が受信側によって返される確認情報を受信した後、データ伝送装置は、確
認情報に従ってデータパケットに関する情報を取得し、データパケットに関する情報に従
って送信側に向けたＡＣＫを構築する。
【発明の効果】
【００１３】
　結論として、本発明の実施形態で提供される方法および装置を使用すれば、プロトコル
層が受信側によって返される確認情報を受信した後でＡＣＫが構築されて送信側に送信さ
れるため、データパケットのＡＣＫが受信側のＴＣＰ層によってブロックされることがあ
る程度まで防止され、送信側がより速くウィンドウをスライドさせることが可能になり、
データ伝送性能が改善され、ユーザの体感が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態によるデータ伝送方法を示すフローチャートである。
【図２】本発明の別の実施形態によるデータ伝送方法を示すフローチャートである。
【図３】本発明の別の実施形態によるデータ伝送方法を示すフローチャートである。
【図４】本発明の別の実施形態によるデータ伝送方法を示すフローチャートである。
【図５】本発明の一実施形態によるデータ伝送装置の構造を示す図である。
【図６】本発明の別の実施形態によるデータ伝送装置の構造を示す図である。
【図７】本発明の別の実施形態によるデータ伝送装置の構造を示す図である。
【図８】本発明の別の実施形態によるデータ伝送装置の構造を示す図である。
【図９】本発明の一実施形態による中間ＮＥの構造を示す図である。
【図１０】本発明の別の実施形態による中間ＮＥの構造を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の一実施形態ではデータ伝送方法が提供される。このデータ伝送プロセスは、送
信側と受信側との間のデータ伝送プロセスにおいて中間ノードに追加される、ＴＣＰプロ
キシなどのＴＣＰ機能強化エンティティによって実施することができる。図１は、本発明
の一実施形態によるデータ伝送方法のフローチャートである。図１に示すように、この方
法は、以下のステップを含むことができる。
【００１６】
　Ｓ１０１：送信側によって送信されたデータパケットを受信し、受信されたデータパケ
ットに関する情報を記録する。
【００１７】
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　データパケットが送信側から受信された後、データパケットを受信した順序に従ってデ
ータパケットのシーケンス番号（ＳＮ）が、記録される。ＳＮは、昇順で増加してもよい
。例えば、受信された第１のデータパケットはＳＮ１で識別され、受信された第２のデー
タパケットはＳＮ２で識別され、以下同様とされる。データパケットのＳＮの桁数は制限
されなくてもよいが、長すぎるＳＮは記録上の不都合を生じる。したがって、ＳＮは、あ
る値に達した場合、最初からふり直してもよい。例えば、ＳＮが６５５３５に達した場合
、その後ＳＮは再度１からふり直す。このようにして、多くのデータパケットに対処する
ことができる。受信されたデータパケットがＴＣＰパケットである場合、パケット長およ
びＴＣＰシーケンス番号が記録されてもよい。
【００１８】
　Ｓ１０２：受信されたデータパケットを、プロトコル層を介して受信側に送信する。
【００１９】
　受信されたデータパケットは、プロトコル層を介して受信側に送信されることができる
。プロトコル層は、無線リンク制御（ＲＬＣ）層とすることができる。また、プロトコル
層も、例えば、データパケットを受信した順序に従ってデータパケットのＳＮを記録する
など、受信されたデータパケットに関する情報を記録してもよい。
【００２０】
　Ｓ１０３：受信側によって送信側に送信されたデータパケットの確認情報をプロトコル
層が受信した後、データパケットマッピングに従ってデータパケットに関する記録情報を
検索する。
【００２１】
　データパケットマッピングは、記録されたデータパケットとプロトコル層によって受信
されたデータパケットとの関係を反映し、データパケットマッピングは表（テーブル）と
することもできる。データパケットマッピングは以下のように生成されてもよい。受信さ
れるデータパケットに関する情報はステップＳ１０１で記録され、プロトコル層も、受信
されるデータパケットのＳＮを記録し、このＳＮは、ＴＣＰプロキシによって記録される
データパケットのＳＮに一意に対応する。そのため、例えば、ＴＣＰプロキシによって受
信される第１のデータパケットがＳＮ１で識別される場合、プロトコル層によって受信さ
れる第１のデータパケットもＳＮ１で識別される。したがって、プロトコル層によって記
録されるデータパケットの順序は、ＴＣＰプロキシによって記録されるデータパケットの
順序と１対１関係で対応する。この１対１関係をデータパケットマッピングという。
【００２２】
　ＴＣＰ機能強化エンティティは、例えば、それだけに限らないが、インターネット、コ
アネットワーク、無線アクセスネットワークなど、ネットワークの異なる位置に配置され
てもよいことに留意されたい。同様に、プロトコル層も、ネットワークの異なる位置にお
いて配置されてもよい。
【００２３】
　プロトコル層と受信側との間には確認機構が存在する。送信側からデータパケットを受
信した後、受信側はプロトコル層に確認情報を返す。
【００２４】
　受信側から確認情報を受信した後、プロトコル層は、どのデータパケットが受信側によ
って正しく受信されるかを知る。したがって、生成されたデータパケットマッピングに従
ってデータパケットに関する対応する情報が見つかるので、ＴＣＰ機能強化エンティティ
によって転送されたどのデータパケットが受信側によって正しく受信されるかを容易に知
ることができる。
【００２５】
　加えて、データパケットマッピングは、プロトコル層で記憶されてもよく、ＴＣＰ機能
強化エンティティに記憶されてもよい。データパケットマッピングは、ＴＣＰ機能強化エ
ンティティとプロトコル層の間で共用される。
【００２６】



(10) JP 2011-528198 A 2011.11.10

10

20

30

40

50

　この実施形態では、受信されたデータパケットの情報を記録する方法は例示にすぎない
ことに留意すべきである。実際には、データパケットの対応情報を、記録されたＳＮによ
るデータパケットマッピングによって見つけることができる限り、受信されたデータパケ
ットの情報は、他の方法で記録されてもよい。
【００２７】
　Ｓ１０４：受信されたデータパケットに関する記録情報を検索するステップによって取
得されたデータパケットに関する情報に従って、送信側に向けたＡＣＫを構築する。
【００２８】
　送信側は、受信側からＡＣＫを受信した後、引き続き受信側にデータパケットを送信す
る。ＡＣＫが受信側でブロックされるのを防止するために、ＴＣＰプロキシなどのＴＣＰ
機能強化エンティティは、ＡＣＫを構築し、それを送信者に送信することができる。
【００２９】
　プロトコル層は受信側から確認情報を受信しているものの、ＴＣＰプロキシはデータパ
ケットに対応した受信側からのＴＣＰ　ＡＣＫを受信していない場合、受信側は送信側に
よって送信されたデータパケットを正しく受信していると判定することができ、ＴＣＰプ
ロキシはＡＣＫを構築し、そのＡＣＫを送信側に送信することができる。ＡＣＫは、デー
タパケットマッピングによって見つかるデータパケットに関する情報に従って構築される
ことができる。データパケットに関する情報はＳＮを含んでいてもよい。データパケット
がＴＣＰパケットである場合、データパケットに関する情報は、ＴＣＰパケットのＴＣＰ
シーケンス番号およびパケット長をさらに含んでいてもよく、したがって、構築されるＡ
ＣＫのＳＮは、ＴＣＰシーケンス番号にＴＣＰパケットのパケット長を足したものとする
ことができる。別の種類のデータパケットについては、ＡＣＫは、各々の具体的条件に従
った別のやり方で構築されてもよい。ＴＣＰプロキシは、構築されたＡＣＫを送信側に送
信し、構築されたＡＣＫのＳＮを記録する。
【００３０】
　結論として、本実施形態で提供されるデータ伝送方法においては、送信側と受信側との
間のデータ伝送プロセスにおいて中間ノードに追加される、ＴＣＰプロキシなどのＴＣＰ
機能強化エンティティを介してＡＣＫが能動的に構築され、送信側に送信されるので、デ
ータ伝送速度が改善される。
【００３１】
　ＴＣＰプロキシなどのＴＣＰ機能強化エンティティが、送信側と受信側との間のデータ
伝送プロセスにおいて中間ノードに追加される場合には、ＡＣＫが構築される前に、対応
するデータパケットに応答して受信側によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫが受信されている
かどうかの判断が行われてもよい。そのようなＴＣＰ　ＡＣＫが受信されていない場合、
ＡＣＫが構築され、送信側に送信される。加えて、ＴＣＰ　ＡＣＫが受信側から受信され
た後、対応するＡＣＫが構築され、送信側に送信されているかどうかに関する判断が行わ
れてもよい。そのようなＡＣＫが構築されていない場合には、ＴＣＰ　ＡＣＫが送信側に
転送され、そのようなＡＣＫが構築されている場合には、受信側によって返されたＴＣＰ
　ＡＣＫが廃棄される。それは、送信側によって後で受信されたＡＣＫのＳＮが送信側に
よって前に受信されたＡＣＫのＳＮより小さい場合、送信側はより小さいＳＮのＡＣＫを
廃棄することになるからである。以下では、実施形態を参照してこの方法を説明する。
【００３２】
　本発明の別の実施形態ではデータ伝送方法が提供される。この実施形態では、送信側は
サーバであり、受信側は端末であり、送信側と受信側との間のデータ伝送プロセスにおい
て中間ノードに追加されるＴＣＰ機能強化エンティティはＴＣＰプロキシであり、プロト
コル層はＲＬＣ層である。図２は、本発明の別の実施形態によるデータ伝送方法のフロー
チャートである。図２に示すように、この方法は以下のステップを含むことができる。
【００３３】
　Ｓ２０１：ＴＣＰプロキシは、サーバによって送信されたデータパケットを受信し、受
信されたデータパケットに関する情報を記録する。
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【００３４】
　ダウンリンク伝送プロセスでは、サーバによって端末に送信されるデータパケットは、
ＴＣＰプロキシを介して転送されるので、すべてのデータパケットはＴＣＰプロキシを通
過する。従って、データパケットのＳＮは、データパケットを受信した順序に従って記録
することができる。ＳＮは昇順に増加してもよい。例えば、受信された第１のデータパケ
ットはＳＮ１で識別され、受信された第２のデータパケットはＳＮ２で識別され、以下同
様である。受信されたデータパケットがＴＣＰパケットである場合、ＴＣＰパケットのパ
ケット長およびＴＣＰ　ＳＮが記録されてもよい。ＴＣＰパケットのデータパケット長お
よびＴＣＰ　ＳＮに関する情報は、ＴＣＰパケットのパケットヘッダ情報から取得できる
。
【００３５】
　Ｓ２０２：受信されたデータパケットを、ＲＬＣ層を介して端末に送信する。
【００３６】
　受信されたデータパケットは、ＲＬＣ層を介して端末に送信されることができ、ＲＬＣ
層も、例えば、データパケットを受信した順序に従ってデータパケットのＳＮを記録する
など、受信されたデータパケットに関する情報を記録することができる。
【００３７】
　Ｓ２０３：データパケットに関する記録情報に従ってデータパケットマッピングを生成
する。
【００３８】
　生成されたデータパケットマッピングは、データパケットマッピング表として記憶され
てもよい。
【００３９】
　データパケットマッピングはＴＣＰプロキシで記憶されても、ＲＬＣ層で記憶されても
よいことに留意されたい。データパケットマッピングは、ＴＣＰプロキシとＲＬＣ層との
間で共有される。この実施形態では、ＴＣＰプロキシがデータパケットマッピングを生成
するものと仮定する。
【００４０】
　また、ＲＬＣ層も受信されたデータパケットのＳＮを記録することができる。すなわち
、ＴＣＰプロキシによって受信された第１のデータパケットがＳＮ１で識別される場合、
ＲＬＣ層によって受信された第１のデータパケットもＳＮ１で識別され、以下同様である
。したがって、ＲＬＣ層によって記録されるデータパケットの順序は、ＴＣＰプロキシに
よって記録されるデータパケットの順序と１対１関係で対応する。この１対１関係をデー
タパケットマッピングという。
【００４１】
　Ｓ２０４：ＲＬＣ層は、端末から確認情報を受信した後、データパケットマッピングに
従って対応する情報を検索する。
【００４２】
　端末は、端末機器とその１つ以上のプロトコル層を含む広義の概念であることに留意さ
れたい。
【００４３】
　ＲＬＣ層は、確認と非確認の２つのモードで動作し得る。ここではＲＬＣ層と端末との
間のデータ伝送確認機構が利用される。ＲＬＣ層を通過するとき、サービスデータ単位（
ＳＤＵ：service data unit）は、端末に送信されるプロトコルデータ単位（ＰＤＵ：pro
tocol data unit）に分割される。ＰＤＵを受信した後、端末はＲＬＣ層に、端末がサー
バからデータパケットを受信したことを示す確認情報を返す。ＲＬＣ層は、端末から受信
した確認情報に従って、どのデータパケットが端末によって正しく受信されたかを知り、
次いで、ステップＳ２０２でデータパケットマッピングを検索することにより、ＴＣＰプ
ロキシ上のどのデータパケットが端末によって受信されたかを知ることができる。ＴＣＰ
プロキシも、ＴＣＰパケットのパケット長およびＳＮなど、データパケットに関する情報



(12) JP 2011-528198 A 2011.11.10

10

20

30

40

50

を記録するため、対応するデータパケットに関する情報を見つけることができる。
【００４４】
　Ｓ２０５：見つかったデータパケットに関する情報に従って、ＡＣＫを構築する必要が
あるかどうかを判断する。
【００４５】
　ＴＣＰプロキシも、端末からＴＣＰプロキシに送信されるＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮを記録
する。
【００４６】
　データパケットに関する情報は、データパケットのＳＮを含んでいてもよい。データパ
ケットがＴＣＰパケットである場合、データパケットに関する情報は、ＴＣＰパケットの
パケット長およびＳＮを含んでいてもよい。見つかったデータパケットに関する情報に従
って、構築されるべきＡＣＫのＳＮを知ることができる。例えば、ＴＣＰパケットでは、
第１のデータパケットのＳＮが１であり、そのパケット長が１４６０である場合、構築さ
れるべきＡＣＫのＳＮは１４６１であり、第２のデータパケットのＳＮは１４６１である
とき、構築されるべきＡＣＫのＳＮは２９２１であり、以下同様である。別の種類のデー
タパケットについては、ＡＣＫは別の方法で構築されてもよい。
【００４７】
　端末によって返され、ＴＣＰプロキシにおいて記録されたＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮは、Ａ
ＣＫを構築することが必要であるかどうか判定するために、構築されるべきＡＣＫのＳＮ
と比較されてもよい。ＴＣＰプロキシは、端末によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫの少なく
とも１つのＳＮを記録してもよい。ＴＣＰプロキシにおいて記録されたＴＣＰ　ＡＣＫの
最大ＳＮが、構築されるべきＡＣＫのＳＮと比較される。端末によって返され、ＴＣＰプ
ロキシにおいて記録されたＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮが構築されるべきＡＣＫのＳＮ以上
である場合、それは、ＴＣＰプロキシが端末によって送信されたＴＣＰ　ＡＣＫを受信し
ており、それ以上ＡＣＫが構築される必要がないことを示し、したがって、ステップＳ２
０１および後続のステップは繰り返される必要がない。端末によって返され、ＴＣＰプロ
キシにおいて記録されたＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮが構築されるべきＡＣＫのＳＮより小
さい場合、それは、ＴＣＰプロキシが端末によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫを受信してお
らず、ＡＣＫが構築される必要があることを示し、したがって、ステップＳ２０６が実行
される。
【００４８】
　Ｓ２０６：ＡＣＫを構築し、それをサーバに送信する。
【００４９】
　ＴＣＰプロキシが、端末によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫを受信していない場合、ＴＣ
Ｐプロキシは、ＡＣＫを能動的に構築し、それをサーバに送信する。ＡＣＫを受信した後
、サーバはウィンドウをスライドさせて新しいデータを送信することができる。
【００５０】
　構築されるＡＣＫのＳＮはＴＣＰパケットのパケット長にＴＣＰパケットのＳＮを足し
たものである。例えば、第１のデータパケットのＳＮが１であり、第１のデータパケット
のパケット長が１４６０であれば、構築されるＡＣＫのＳＮは１４６１であり、第２のデ
ータパケットのＳＮが１４６１であり、第２のデータパケットのパケット長は１４６０で
あるときは、したがって、構築されるＡＣＫのＳＮは２９２１であり、以下同様である。
構築されたＡＣＫのＳＮは、ＴＣＰプロキシにおいて記録されることができる。
【００５１】
　加えて、ＴＣＰプロキシは、端末によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫを受信した場合、端
末によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮを、ＴＣＰプロキシにおいて記録された、構築
されたＡＣＫのＳＮと比較してもよい。ＴＣＰプロキシは、複数の構築されたＡＣＫを記
録してもよい。端末によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮは、構築されたＡＣＫの記録
された最大ＳＮと比較されてもよい。端末によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが構築
されたＡＣＫの記録された最大ＳＮ以下である場合、それは、ＴＣＰプロキシが対応する
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ＡＣＫをサーバに送信していることを示し、ＴＣＰプロキシは、端末によって送信された
ＡＣＫを、サーバに転送せずに廃棄する。端末によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが
構築されたＡＣＫの記録された最大ＳＮより大きい場合、ＴＣＰプロキシは、端末によっ
て返されたＴＣＰ　ＡＣＫをサーバに転送し、端末によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫのＳ
Ｎを記録する。
【００５２】
　したがって、この実施形態で提供されるデータ伝送方法によれば、ＴＣＰプロキシはＡ
ＣＫを構築し、それをサーバに送信する。この実施形態の方法は、ダウンリンクデータパ
ケットのＡＣＫが端末のＴＣＰ層においてブロックされるのをある程度まで防止し、サー
バがより速くウィンドウをスライドさせることを可能にし、エア（無線）インターフェー
スのための十分なデータを提供し、送信データの欠落を回避し、エアインターフェースの
利用を改善し、データ伝送の性能を向上させ、ユーザの体感を向上させる。
【００５３】
　本発明の別の実施形態ではデータ伝送方法が提供される。このデータ伝送プロセスは、
送信側と受信側との間のデータ伝送プロセスにおいて中間ノードに追加される、ＴＣＰプ
ロキシなどのＴＣＰ機能強化エンティティによって実施することができる。図３は、本発
明の別の実施形態によるデータ伝送方法のフローチャートである。図３に示すように、こ
の方法は以下のステップを含んでいてもよい。
【００５４】
　Ｓ３０１：送信側によって送信されたデータパケットを受信する。
【００５５】
　Ｓ３０２：受信されたデータパケットを、プロトコル層を介して受信側に送信する。
【００５６】
　ＴＣＰ機能強化エンティティは、送信側によって送信されたデータパケットを受信し、
そのデータパケットを、プロトコル層を介して受信側に送信する。ＴＣＰ機能強化エンテ
ィティは、それだけに限らないが、インターネット、コアネットワーク、無線アクセスネ
ットワーク（ＲＡＮ）を含む、ネットワークの異なる位置に配置されてもよい。また、プ
ロトコル層も、ネットワークの異なる位置に配置されてもよい。例えば、プロトコル層は
ＲＬＣ層である。
【００５７】
　Ｓ３０３：受信側によって送信側に送信されたデータパケットの確認情報をプロトコル
層が受信した後で、確認情報に従って対応するデータパケットに関する情報を取得する。
【００５８】
　プロトコル層と受信側との間には確認機構が存在する。送信側からデータパケットを受
信した後、受信側はプロトコル層に、データパケットの確認情報を返す。この確認情報を
通じて、プロトコル層は、どのデータパケットが受信側によって正しく受信されるかを知
り、ＴＣＰ機能強化エンティティによって転送されるどのデータパケットが、受信側によ
って正しく受信されるかを知り、さらにそのようなデータパケットに関する情報を取得す
ることができる。データパケットに関する情報は、データパケットのＳＮとすることがで
きる。データパケットがＴＣＰパケットである場合、データパケットに関する情報は、Ｔ
ＣＰパケットのＴＣＰ　ＳＮおよびパケット長をさらに含んでいてもよい。ＴＣＰパケッ
トのパケット長およびＴＣＰ　ＳＮは、ＴＣＰパケットのパケットヘッダ情報から取得で
きる。
【００５９】
　Ｓ３０４：データパケットに関する取得情報に従って送信側に向けたＡＣＫを構築する
。
【００６０】
　送信側は、受信側からＡＣＫを受信した後、引き続き受信側に次のデータパケットを送
信する。ＡＣＫが受信側においてブロックされるのを防止するために、例えばＴＣＰプロ
キシなどのＴＣＰ機能強化エンティティが、データパケットに関する取得した情報に従っ
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てＡＣＫを構築し、それを送信側に送信してもよい。
【００６１】
　プロトコル層が受信側から確認情報を受信すると、受信側が送信側によって送信された
データパケットを正しく受信していると判断することができ、ＴＣＰプロキシは、ＡＣＫ
を構築し、それを送信側に送信することができる。ＡＣＫは次のようにして構築されるこ
とができる。データパケットがＴＣＰパケットである場合、データパケットに関する情報
は、ＴＣＰパケットのＴＣＰ　ＳＮおよびパケット長をさらに含み、したがって、構築さ
れるＡＣＫのＳＮは、ＴＣＰパケットのＴＣＰ　ＳＮにＴＣＰパケットのパケット長を足
したものとすることができる。別の種類のデータパケットについては、ＡＣＫは、具体的
条件に従って別のやり方で構築されてもよい。
【００６２】
　結論として、この実施形態で提供されるデータ伝送方法では、送信側と受信側との間の
データ伝送プロセスにおいて中間ノードに追加される、例えばＴＣＰプロキシなどの能Ｔ
ＣＰ機能強化エンティティを介して、ＡＣＫが能動的に構築され、送信側に送信されるの
で、データ伝送速度が改善される。
【００６３】
　ＡＣＫが構築される前に、対応するデータパケットに応答して受信側によって返される
ＴＣＰ　ＡＣＫが受信されているかどうかに関する判断が行われてもよい。そのようなＴ
ＣＰ　ＡＣＫが受信されていない場合、ＡＣＫが構築され、送信側に送信される。ＴＣＰ
　ＡＣＫが受信側から受信された後、対応するＡＣＫが構築され、送信側に送信されてい
るかどうかに関する判断が行われてもよい。そのようなＡＣＫが構築されていない場合に
は、ＴＣＰ　ＡＣＫが送信側に転送され、そのようなＡＣＫが構築されている場合には、
受信側によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫが廃棄される。これは、送信側によって後で受信
されたＡＣＫのＳＮが、送信側によって前に受信されたＡＣＫのＳＮより小さい場合、送
信側はより小さいＳＮのＡＣＫを廃棄することになるからである。
【００６４】
　本発明の別の実施形態ではデータ伝送方法が提供される。この実施形態では、送信側は
サーバであり、受信側は端末であり、送信側と受信側との間のデータ伝送プロセスにおい
て中間ノードに追加されるＴＣＰ機能強化エンティティはＴＣＰプロキシであり、プロト
コル層はＲＬＣ層である。図４は、本発明の別の実施形態によるデータ伝送方法のフロー
チャートである。図４に示すように、この方法は以下のステップを含んでいてもよい。
【００６５】
　Ｓ４０１：ＴＣＰプロキシがサーバによって送信されたデータパケットを受信する。
【００６６】
　Ｓ４０２：ＴＣＰプロキシは、受信されたデータパケットを端末に転送する。
【００６７】
　端末は、端末機器と、ＲＬＣ層といったそのプロトコル層とを含む広義の概念であるこ
とに留意されたい。ＲＬＣ層と端末機器との間には確認機構が存在する。ＰＤＵを受信し
た後、端末機器はＲＬＣ層に、端末がサーバからデータパケットを受信することを示すデ
ータパケットの確認情報を返す。
【００６８】
　Ｓ４０３：ＲＬＣ層が端末からデータパケットの確認情報を受信した後、確認情報に従
って対応するデータパケットに関する情報を取得する。
【００６９】
　端末機器から受信された確認情報によって、ＲＬＣ層は、どのデータパケットが端末機
器によって正しく受信されるかを知り、ＴＣＰプロキシからのどのデータパケットが端末
機器によって受信されるかを知り、対応するデータパケットに関する情報を取得すること
ができる。データパケットに関する情報は、データパケットのＳＮとすることができる。
データパケットがＴＣＰパケットである場合、データパケットに関する情報は、ＴＣＰパ
ケットのＳＮおよびパケット長をさらに含んでいてもよい。
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【００７０】
　Ｓ４０４：データパケットに関する取得情報に従って、ＡＣＫを構築する必要があるか
どうかを判断する。
【００７１】
　端末機器によってＴＣＰプロキシに送信されるＴＣＰ　ＡＣＫについて、ＴＣＰプロキ
シは、ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮを記録することができる。確認情報は、データパケットに関
する対応情報を取得し、構築されるべきＡＣＫのＳＮを知るための基礎として使用される
。例えば、第１のデータパケットのＳＮが１であり、そのパケット長が１４６０である場
合、構築されるべきＡＣＫのＳＮは１４６１であり、第２のデータパケットのＳＮが１４
６１であるとき、構築されるべきＡＣＫのＳＮは２９２１であり、以下同様である。
【００７２】
　端末によって返され、ＴＣＰプロキシにおいて記録されたＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮは、Ａ
ＣＫを構築することが必要であるかどうか判定するために、構築されるべきＡＣＫのＳＮ
と比較されてもよい。ＴＣＰプロキシは、端末によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫの少なく
とも１つのＳＮを記録することができる。ＴＣＰプロキシにおいて記録されたＴＣＰ　Ａ
ＣＫの最大ＳＮが構築されるべきＡＣＫのＳＮと比較される。端末によって返され、ＴＣ
Ｐプロキシにおいて記録されたＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮが構築されるべきＡＣＫのＳＮ
以上である場合、それは、ＴＣＰプロキシは端末によって送信されたＴＣＰ　ＡＣＫを受
信しており、それ以上ＡＣＫが構築される必要がないことを示す。端末によって返され、
ＴＣＰプロキシにおいて記録されたＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮが構築されるべきＡＣＫの
ＳＮより小さい場合、それは、ＴＣＰプロキシが端末によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫを
受信しておらず、ＡＣＫが構築される必要があることを示しており、したがって、ステッ
プＳ４０５が実行される。
【００７３】
　Ｓ４０５：ＡＣＫを構築し、それをサーバに送信する。
【００７４】
　ＴＣＰプロキシは端末によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫを受信していないため、ＴＣＰ
プロキシは、ＡＣＫを能動的に構築し、それをサーバに送信する。ＡＣＫを受信した後、
サーバはウィンドウをスライドさせて新しいデータを送信することができる。
【００７５】
　ＡＣＫは次のように構築されてもよい。データパケットがＴＣＰパケットである場合、
データパケットに関する情報は、ＴＣＰパケットのＴＣＰ　ＳＮおよびパケット長をさら
に含むので、構築されるＡＣＫのＳＮは、ＴＣＰパケットのＴＣＰ　ＳＮにＴＣＰパケッ
トのパケット長を足したものとすることができる。例えば、第１のデータパケットのＳＮ
が１であり、第１のデータパケットのパケット長を１４６０であれば、したがって、構築
されるＡＣＫのＳＮは１４６１であり、第２のパケットのＳＮが１４６１であり、第２の
データパケットのパケット長は１４６０であれば、したがって、構築されるＡＣＫのＳＮ
は２９２１であり、以下同様である。別の種類のデータパケットについては、ＡＣＫは、
具体的条件に従って別のやり方で構築されてもよい。加えて、ＴＣＰプロキシが端末によ
って返されたＴＣＰ　ＡＣＫを受信した場合、ＴＣＰプロキシは、端末によって返された
ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮを、ＴＣＰプロキシにおいて構築されたＡＣＫのＳＮと比較しても
よい。ＴＣＰプロキシは、複数の構築されたＡＣＫを記録することもできる。端末によっ
て返されたＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮは、構築されたＡＣＫの最大ＳＮと比較されてもよい。
端末によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが構築されたＡＣＫの最大ＳＮ以下である場
合、それは、ＴＣＰプロキシがサーバに対応するＡＣＫを送信していることを示し、ＴＣ
Ｐプロキシは、端末によって送信されたＡＣＫをサーバに転送せずに廃棄する。端末によ
って返されたＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが構築されたＡＣＫの最大ＳＮより大きい場合、ＴＣ
Ｐプロキシは、端末によって返されたＡＣＫをサーバに転送し、端末によって返されたＴ
ＣＰ　ＡＣＫのＳＮを記録する。
【００７６】
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　したがって、この実施形態で提供されるデータ伝送方法によれば、ＴＣＰプロキシはＡ
ＣＫを構築し、それをサーバに送信する。この実施形態の方法は、ダウンリンクデータパ
ケットのＡＣＫが端末のＴＣＰ層においてブロックされることをある程度まで防止し、サ
ーバがより速くウィンドウをスライドさせることを可能にし、エアインターフェースのた
めの十分なデータを提供し、送信データの欠落を回避し、エアインターフェースの利用を
改善し、データ伝送の性能を向上させ、ユーザの体感を向上させる。
【００７７】
　本発明の一実施形態ではデータ伝送装置が提供される。図５に示すように、この装置は
、受信部５０１と、送信部５０２と、検索部５０３と、構築部５０４とを含むことができ
る。
【００７８】
　受信部５０１は、送信側によって送信されるデータパケットを受信し、受信されるデー
タパケットに関する情報を記録するように構成されている。
【００７９】
　データパケットが送信側から受信された後、データパケットのＳＮが、データパケット
を受信した順序に従って記録される。ＳＮは、昇順で増加してもよい。例えば、受信され
る第１のデータパケットはＳＮ１で識別され、受信される第２のデータパケットはＳＮ２
で識別され、以下同様である。ＳＮが長くなりすぎるのを防ぐために、ＳＮは、ある値に
達した場合、最初からふり直してもよい。例えば、ＳＮが６５５３５に達した場合、ＳＮ
は再度１からふり直してもよい。このようにして、多くのデータパケットに対処すること
ができる。受信されるデータパケットがＴＣＰパケットである場合、ＴＣＰパケットのパ
ケット長およびＳＮが記録される必要がある。
【００８０】
　送信部５０２は、受信されるデータパケットを、プロトコル層を介して受信側に送信す
るように構成されている。
【００８１】
　受信されるデータパケットは、プロトコル層を介して受信側に送信されることができる
。プロトコル層はＲＬＣ層とすることができる。またプロトコル層も、例えば、データパ
ケットを受信した順序に従ってデータパケットのＳＮを記録するなど、受信されるデータ
パケットを記録することができる。
【００８２】
　検索部５０３は、受信側によって送信側に送信されるデータパケットの確認情報をプロ
トコル層が受信した後、生成されるデータパケットマッピングに従って、受信部５０１を
介して対応するデータパケットに関する情報を検索するように構成されている。
【００８３】
　プロトコル層と受信側の間には確認機構が存在する。送信側からデータパケットを受信
した後、受信側はプロトコル層に確認情報を返す。
【００８４】
　データパケットマッピングは、データ伝送装置上のデータパケットと、プロトコル層に
よって受信されたデータパケットとの対応関係を反映し、データパケットマッピングはマ
ッピング表とすることができる。データパケットマッピングは次のようにして生成されて
もよい。受信部５０１は受信されるデータパケットに関する情報を記録し、プロトコル層
も受信されるデータパケットのＳＮを記録し、このＳＮは、ＴＣＰプロキシによって記録
されるデータパケットのＳＮに一意に対応する。そのため、ＴＣＰプロキシによって受信
される第１のデータパケットがＳＮ１で識別される場合、プロトコル層によって受信され
る第１のデータパケットもＳＮ１で識別され、以下同様である。したがって、プロトコル
層によって記録されるデータパケットの順序は、受信部５０１によって記録されるデータ
パケットの順序と１対１関係で対応する。この１対１関係をデータパケットマッピングと
いう。
【００８５】
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　プロトコル層が受信側から確認情報を受信した後、どのデータパケットが受信側によっ
て正しく受信されたかがわかる。したがって、生成されたデータパケットマッピングに従
ってデータパケットに関する対応情報が見つかると、データ伝送装置上のどのデータパケ
ットが受信側によって正しく受信されたかを容易に知ることができる。
【００８６】
　構築部５０４は、検索部５０３によって見つけられるデータパケットに関する情報に従
って送信側に向けたＡＣＫを構築するように構成されている。
【００８７】
　プロトコル層は受信側から確認情報を受信しているが、データ伝送装置は、データパケ
ットに応答した受信側からのＡＣＫを受信していない場合、受信側は送信側によって送信
されたデータパケットを正しく受信していると判定することができ、構築部５０４は、Ａ
ＣＫを構築し、それを送信側に送信してもよい。ＡＣＫは、検索部５０３によって見つけ
られたデータパケットに関する情報に従って構築される。データパケットに関する情報は
、データパケットのＳＮとすることができる。データパケットがＴＣＰパケットである場
合、データパケットに関する情報は、ＴＣＰパケットのＴＣＰ　ＳＮおよびパケット長を
含んでいてもよい。ＡＣＫは、データパケットマッピングによって見つかったデータパケ
ットに関する情報に従って構築されてもよい。データパケットがＴＣＰパケットである場
合、構築されるＡＣＫのＳＮは、ＴＣＰ　ＳＮにＴＣＰパケットのパケット長を足したも
のとすることができる。別の種類のデータパケットについては、ＡＣＫは、具体的条件に
従って別のやり方で構築されてもよい。
【００８８】
　構築部５０４は、構築されるＡＣＫを送信側に送信し、構築されるＡＣＫのＳＮを記録
することができる。
【００８９】
　データ伝送装置は、送信側と受信側との間のデータ伝送プロセスにおいて中間ノードに
追加される、ＴＣＰプロキシなどのＴＣＰ機能強化エンティティとすることができること
に留意されたい。
【００９０】
　結論として、この実施形態で提供されるデータ伝送装置は、ＡＣＫを能動的に構築し、
それを送信側に送信するものであるので、データ伝送速度が改善される。
【００９１】
　さらに、ＡＣＫが構築される前に、データ伝送装置は、対応するデータパケットに応答
して受信側から返されるＴＣＰ　ＡＣＫが受信されているかどうか判断してもよい。その
ようなＴＣＰ　ＡＣＫが受信されていない場合、データ伝送装置はＡＣＫを構築し、それ
を送信側に送信する。受信側からＴＣＰ　ＡＣＫを受信した後、データ伝送装置は、ＡＣ
Ｋが構築され、送信側に送信されているかどうか判断することができる。そのようなＡＣ
Ｋが構築されていない場合には、送信側にＴＣＰ　ＡＣＫを転送し、そのようなＡＣＫが
構築されている場合には、受信側によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫを廃棄してもよい。
【００９２】
　本発明の別の実施形態では別のデータ伝送装置が提供される。図６に示すように、この
装置は、受信部６０１と、送信部６０２と、生成部６０３と、検索部６０４と、判断部６
０５と、構築部６０６と、比較部６０７とを含んでいてもよい。
【００９３】
　受信部６０１は、送信側によって送信されるデータパケットを受信し、受信されるデー
タパケットに関する情報を記録するように構成されている。
【００９４】
　受信部６０１の機能および実施プロセスは、前述の前の実施形態における受信部５０１
のものと基本的に同じである。
【００９５】
　送信部６０２は、受信部６０１によって受信されたデータパケットを、プロトコル層を
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介して受信側に送信するように構成されている。
【００９６】
　送信部６０２の機能および実施プロセスは、前述の前の実施形態における送信部５０２
のものと基本的に同じである。
【００９７】
　生成部６０３は、受信部６０１によって記録されたデータパケットに関する情報に従っ
てデータパケットマッピングを生成するように構成されている。
【００９８】
　データパケットマッピングは、データ伝送装置に記憶されてもよく、プロトコル層にお
いて記憶されてもよいことに留意すべきである。プロトコル層と受信側との間には確認機
構が存在する。送信側からデータパケットを受信した後、受信側はプロトコル層に確認情
報を返す。データパケットマッピングは、データ伝送装置とプロトコル層との間で共用さ
れる。この実施形態では、データ伝送装置がデータパケットマッピングを生成するものと
仮定する。
【００９９】
　また、プロトコル層も、受信されるデータパケットのＳＮを記録する。すなわち、受信
部６０１によって受信される第１のデータパケットがＳＮ１で識別される場合、プロトコ
ル層によって受信される第１のデータパケットもＳＮ１で識別され、以下同様である。し
たがって、ＲＬＣ層によって記録されるデータパケットの順序は、ＴＣＰプロキシによっ
て記録されるデータパケットの順序と１対１関係で対応する。この１対１関係をデータパ
ケットマッピング関係という。
【０１００】
　検索部６０４は、プロトコル層が、受信側によって送信側に送信されたデータパケット
の確認情報を受信した後、生成部６０３によって生成されたデータパケットマッピングに
従って、受信部６０１を介して対応するデータパケットに関する情報を検索するように構
成されている。
【０１０１】
　検索部６０４の機能は、前述の前の実施形態における探索部５０３のものと基本的に同
じである。
【０１０２】
　判断部６０５は、検索部６０４によって見つけられたデータパケットに関する情報に従
って、ＡＣＫを構築する必要があるかどうか判断するように構成されている。
【０１０３】
　受信側によってデータ伝送装置に送信されるＴＣＰ　ＡＣＫについては、データ伝送装
置の判断部６０５もＡＣＫのＳＮを記録する。
【０１０４】
　データパケットに関する情報は、データパケットのＳＮを含んでいてもよい。データパ
ケットがＴＣＰパケットである場合、データパケットの情報は、ＴＣＰパケットのパケッ
ト長およびＳＮを含んでいてもよい。見つかったデータパケットに関する情報に従って、
構築されるべきＡＣＫのＳＮを知ることができる。例えば、ＴＣＰパケットでは、第１の
データパケットのＳＮが１であり、そのパケット長が１４６０である場合、構築されるべ
きＡＣＫのＳＮは１４６１であり、第２のデータパケットのＳＮが１４６１であるとき、
構築されるべきＡＣＫのＳＮは２９２１であり、以下同様である。別の種類のデータパケ
ットについては、ＡＣＫは、別のモードで構築されてもよい。
【０１０５】
　端末によって返され、判断部６０５において記録されるＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮは、ＡＣ
Ｋが構築される必要があるかどうか判定するために、構築されるべきＡＣＫのＳＮと比較
される。判断部６０５は、端末によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫの少なくとも１つのＳＮ
を記録してもよい。判断部６０５において記録されたＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮが構築さ
れるべきＡＣＫのＳＮと比較される。受信側によって返され、判断部６０５において記録
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されたＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮが構築されるべきＡＣＫのＳＮ以上である場合、それは
、データ伝送装置が、受信側によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫを受信しており、それ以上
ＡＣＫが構築される必要がないことを示す。受信側によって返され、判断部６０５におい
て記録されたＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮが構築されるべきＡＣＫのＳＮより小さい場合、
それは、データ伝送装置が、受信側によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫを受信しておらず、
ＡＣＫが構築される必要があることを示す。
【０１０６】
　構築部６０６は、判断部６０５が、ＡＣＫが構築される必要があると判定した場合、Ａ
ＣＫを構築し、それを送信側に送信するように構成されている。
【０１０７】
　データ伝送装置が受信側によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫを受信していない場合、デー
タ伝送装置の構築部６０６は、ＡＣＫを構築し、それを送信側に送信する。ＡＣＫを受信
した後、送信側は、ウィンドウをスライドさせて新しいデータを送信することができる。
【０１０８】
　構築されるＡＣＫのＳＮは、パケット長にＴＣＰパケットのＳＮを足したものである。
例えば、第１のデータパケットのＳＮを１であり、第１のデータパケットのパケット長が
１４６０であれば、したがって、構築されるＡＣＫのＳＮは１４６１であり、第２のデー
タパケットのＳＮが１４６１であり、第２のデータパケットのパケット長は１４６０であ
れば、したがって、第２のデータパケットのＳＮは２９２１であり、以下同様である。構
築されたＡＣＫのＳＮはデータ伝送装置において記録されてもよい。
【０１０９】
　データ伝送装置が受信側によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫを受信した場合、データ伝送
装置は、構築部６０６が対応するＡＣＫを構築し、それを送信側に送信しているかどうか
判断し、そのようなＡＣＫが構築されていない場合には、送信側にＴＣＰ　ＡＣＫを転送
し、そのようなＡＣＫが構築されている場合には、受信側によって返されたＴＣＰ　ＡＣ
Ｋを廃棄してもよい。データ伝送装置は、比較部６０７をさらに含んでいてもよい。比較
部６０７は、受信側によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮを、データ伝送装置において
記録される、構築されたＡＣＫのＳＮと比較するように構成されている。
【０１１０】
　受信側によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが構築されたＡＣＫの記録された最大Ｓ
Ｎ以下である場合、それは、データ伝送装置が送信側に確認情報を送信していることを示
し、データ伝送装置は、受信側によって送信されたＡＣＫを送信側に転送せずに、廃棄し
てもよい。受信側によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが構築されたＡＣＫの記録され
た最大ＳＮより大きい場合、データ伝送装置は、端末によって返されたＡＣＫを送信側に
送信し、受信側によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮを記録する。
【０１１１】
　本発明の一実施形態では別のデータ伝送装置が提供される。図７に示すように、この装
置は、第２の受信部７０１と、第２の送信部７０２と、取得部７０３と、第２の構築部７
０４とを含んでいてもよい。
【０１１２】
　第２の受信部７０１は、送信側によって送信されるデータパケットを受信するように構
成されている。
【０１１３】
　第２の送信部７０２は、受信されるデータパケットを、プロトコル層を介して受信側に
送信するように構成されている。
【０１１４】
　受信されるデータパケットは、プロトコル層を介して受信側に送信されることができる
。プロトコル層はＲＬＣ層とすることができる。
【０１１５】
　取得部７０３は、プロトコル層が、受信側によって送信側に送信されるデータパケット
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の確認情報を受信した後で、データパケットの確認情報に従って、対応するデータパケッ
トに関する情報を取得するように構成されている。
【０１１６】
　プロトコル層と受信側との間には確認機構が存在する。送信側からデータパケットを受
信した後、受信側はプロトコル層に確認情報を返す。確認情報は、どのデータパケットが
受信側によって正しく受信されたか、およびデータ伝送装置上のどのデータパケットが受
信側によって正しく受信されたかを知るための基礎として使用される。このようにして、
そのようなデータパケットに対応するデータパケットに関する情報を取得することができ
る。データパケットに関する情報は、データパケットのＳＮとすることができる。データ
パケットがＴＣＰパケットである場合、データパケットに関する情報は、ＴＣＰパケット
のＴＣＰ　ＳＮおよびパケット長をさらに含んでいてもよい。ＴＣＰパケットのパケット
長およびＴＣＰ　ＳＮは、ＴＣＰパケットのパケットヘッダ情報から取得されてもよい。
【０１１７】
　第２の構築部７０４は、取得部７０３によって取得されるデータパケットに関する情報
に従って、送信側に向けた確認情報を構築するように構成されている。
【０１１８】
　プロトコル層は受信側からデータパケットの確認情報を受信しているが、データ伝送装
置はデータパケットに応答した受信側からのＡＣＫを受信していない場合、受信側は送信
側によって送信されたデータパケットを正しく受信していると判定することができ、プロ
トコル層によって受信される確認情報に従ってデータパケットに関する対応情報を取得す
ることができ、第２の構築部７０４は、データパケットに関する情報に従ってＡＣＫを構
築し、それを送信側に送信することができる。ＡＣＫは、取得部７０３によって取得され
るデータパケットに関する情報に従って構築されてもよい。データパケットがＴＣＰパケ
ットである場合、構築されるＡＣＫのＳＮは、そのＳＮにＴＣＰパケットのパケット長を
足したものである。別の種類のデータパケットについては、ＡＣＫは、別のやり方で構築
されてもよい。
【０１１９】
　データ伝送装置は、送信側と受信側との間のデータ伝送プロセスにおいて中間ノードに
追加される、例えばＴＣＰプロキシなどのＴＣＰ機能強化エンティティとすることができ
ることに留意すべきである。
【０１２０】
　結論として、この実施形態で提供されるデータ伝送装置は、ＡＣＫを構築し、それを送
信側に送信するものであり、よって、データ伝送速度が改善される。
【０１２１】
　さらに、ＡＣＫが構築される前に、データ伝送装置は、対応するデータパケットに応答
して受信側によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫが受信されているかどうか判断することがで
きる。そのようなＴＣＰ　ＡＣＫが受信されていない場合、データ伝送装置は、ＡＣＫを
構築し、それを送信側に送信する。受信側からＴＣＰ　ＡＣＫを受信した後、データ伝送
装置は、ＡＣＫが構築され、送信側に送信されているかどうか判断し、そのようなＡＣＫ
が構築されていない場合には、送信側にＴＣＰ　ＡＣＫを転送し、そのようなＡＣＫが構
築されている場合には、受信側によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫを廃棄してもよい。
【０１２２】
　本発明の別の実施形態では別のデータ伝送装置が提供される。図８に示すように、この
装置は、第２の受信部８０１と、第２の送信部８０２と、取得部８０３と、第２の判断部
８０５と、第２の構築部８０４と、第２の比較部８０６とを含んでいてもよい。
【０１２３】
　第２の受信部８０１は、送信側によって送信されるデータパケットを受信するように構
成されている。
【０１２４】
　第２の受信部８０１の機能および実施プロセスは、前述の前の実施形態における第２の
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受信部７０１のものと基本的に同じである。
【０１２５】
　第２の送信部８０２は、第２の受信部８０１によって受信されるデータパケットを、プ
ロトコル層を介して受信側に送信するように構成されている。
【０１２６】
　第２の送信部８０２の機能および実施プロセスは、前述の前の実施形態における第２の
送信部７０２のものと基本的に同じである。
【０１２７】
　取得部８０３は、データパケットの確認情報に従ってデータパケットのＳＮを取得する
ように構成されており、さらに、データパケットのＳＮに従ってＴＣＰパケットのパケッ
ト長およびＴＣＰ　ＳＮを取得するように構成されていてもよい。
【０１２８】
　プロトコル層と受信側との間には確認機構が存在する。送信側からデータパケットを受
信した後、受信側はプロトコル層に確認情報を返す。取得部８０３は、確認情報に従って
データパケットに関する対応情報を取得する。
【０１２９】
　第２の判断部８０５は、取得部８０３によって取得されるデータパケットに関する情報
に従ってＡＣＫを構築する必要があるかどうか判断するように構成されている。
【０１３０】
　データパケットに関する情報は、データパケットのＳＮを含んでいてもよい。したがっ
て、データパケットのＳＮは、確認情報に従って取得することができる。データパケット
がＴＣＰパケットである場合、データパケットのＳＮに従ってＴＣＰパケットのパケット
長およびＳＮを取得することができる。構築されるべきＡＣＫのＳＮは、データパケット
に関する情報に従って取得することができる。例えば、ＴＣＰパケットでは、第１のデー
タパケットのＳＮが１であり、第１のデータパケットのパケット長が１４６０である場合
、構築されるべきＡＣＫのＳＮは１４６１であり、第２のデータパケットのＳＮが１４６
１であるとき、構築されるべきＡＣＫのＳＮは２９２１であり、以下同様である。別の種
類のデータパケットについては、ＡＣＫは、別のやり方で構築されてもよい。
【０１３１】
　第２の判断部８０５は、受信側によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮと構築されるべ
きＡＣＫのＳＮとを比較することによって、ＡＣＫの構築が必要かどうかを判断すること
ができる。第２の判断部８０５は、端末によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫの少なくとも１
つのＳＮを記録してもよい。第２の判断部８０５は、受信側によって返されるＴＣＰ　Ａ
ＣＫの最大ＳＮを構築されるべきＡＣＫのＳＮと比較してもよい。受信側によって返され
たＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮが構築されるべきＡＣＫのＳＮ以上である場合、それは、デ
ータ伝送装置が受信側によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫを受信しており、それ以上ＡＣＫ
が構築される必要がないことを示す。受信側によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮ
が構築されるべきＡＣＫのＳＮより小さい場合、それは、データ伝送装置が受信側によっ
て返されるＴＣＰ　ＡＣＫを受信しておらず、ＡＣＫが構築される必要があることを示す
。
【０１３２】
　第２の構築部８０４は、第２の判断部８０５が、ＡＣＫが構築される必要があると判定
した場合、ＡＣＫを構築し、それを送信側に送信するように構成されている。
【０１３３】
　データ伝送装置が受信側によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫを受信していない場合、デー
タ伝送装置の第２の構築部８０４は、ＡＣＫを能動的に構築し、それを送信側に送信する
。ＡＣＫを受信した後、送信側は、ウィンドウをスライドさせて新しいデータを送信する
ことができる。
【０１３４】
　データ伝送装置が、受信側によって返されるＴＣＰ　ＡＣＫを受信した場合、データ伝
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送装置は、第２の構築部８０４が対応するＡＣＫを構築し、それを送信側に送信している
かどうか判断し、そのようなＡＣＫが構築されていない場合には、送信側にＴＣＰ　ＡＣ
Ｋを転送し、そのようなＡＣＫが構築されている場合には、受信側によって返されたＴＣ
Ｐ　ＡＣＫを廃棄してもよい。データ伝送装置は、受信側によって返されるＴＣＰ　ＡＣ
ＫのＳＮを、データ伝送装置において記録される、構築されたＡＣＫのＳＮと比較するよ
うに構成されている第２の比較部８０６をさらに含んでいてもよい。
【０１３５】
　受信側によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが構築されたＡＣＫの最大ＳＮ以下であ
る場合、それは、データ伝送装置が送信側に確認情報を送信していることを示し、データ
伝送装置は、受信側によって送信されたＡＣＫを、送信側に転送せずに廃棄してもよい。
受信側によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが構築されたＡＣＫの最大ＳＮより大きい
場合、データ伝送装置は、受信側によって返されたＡＣＫを送信側に送信し、受信側によ
って返されたＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮを記録する。
【０１３６】
　本発明の別の実施形態では中間ＮＥが提供される。図９に示すように、この中間ＮＥは
、プロトコル層９０１と、データ伝送装置９０２とを含んでいてもよい。プロトコル層９
０１は、プロトコル層と受信側との間に確認機構が存在する限り、中間ＮＥの任意のプロ
トコル層とすることができる。確認機構に従って、受信側は、データパケットを受信し次
第、プロトコル層に確認情報を返す。データ伝送装置９０２は、図５または図６に対応す
る実施形態において示した装置とすることができる。プロトコル層９０１およびデータ伝
送装置９０２は、データパケットマッピングを共用する。データパケットマッピングを生
成する方法については、前述の方法実施形態における関連説明を参照されたい。プロトコ
ル層９０１が受信側から確認情報を受信した後、データ伝送装置９０２は、ＡＣＫを構築
し、それを送信側に送信してもよく、あるいは、ＡＣＫを構築することが必要であるかど
うか判断し、次いで、ＡＣＫを構築し、それを送信側に送信してもよい。判断方法の詳細
については、前述の方法の実施形態における関連する説明を参照されたい。また、受信側
によってデータ伝送装置９０２に送信されるＡＣＫが、送信側に転送される必要があるか
どうか判断することも必要である。判断方法については、前述の方法の実施形態における
関連する説明を参照されたい。
【０１３７】
　上記の中間ＮＥは、無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）とすることができることに留
意されたい。この場合、データ伝送装置９０２はＴＣＰプロキシとすることができ、プロ
トコル層９０１はＲＬＣ層とすることができる。
【０１３８】
　前述の実施形態では、プロトコル層９０１およびデータ伝送装置９０２は同じ中間ＮＥ
に位置する。データ伝送装置９０２とプロトコル層９０１とは、データ伝送装置９０２が
これらの間のデータパケットマッピングに従ってＡＣＫを構築することができる限り、異
なる中間ＮＥに位置していてもよいことが理解されよう。
【０１３９】
　したがって、この実施形態で提供されるデータ伝送装置によれば、ＡＣＫが構築され、
送信側に送信される。よって、ダウンリンクデータパケットのＡＣＫが受信側のＴＣＰ層
においてブロックされるのをある程度まで防止することができ、送信側がより速くウィン
ドウをスライドさせることが可能になり、エアインターフェースのための十分なデータが
提供され、送信データの欠落という事態を防止することができ、エアインターフェースの
利用が改善され、データ伝送の性能およびユーザの体感が向上する。
【０１４０】
　本発明の別の実施形態では中間ＮＥが提供される。図１０に示すように、この中間ＮＥ
は、プロトコル層１００１と、データ伝送装置１００２とを含んでいてもよい。データ伝
送装置１００２は、図７または図８に対応する実施形態において示した装置とすることが
できる。プロトコル層１００１は、プロトコル層と受信側との間に確認機構が存在する限



(23) JP 2011-528198 A 2011.11.10

10

20

30

40

り、中間ＮＥの任意のプロトコル層とすることができる。確認機構に従って、受信側は、
データパケットを受信し次第、プロトコル層１００１に確認情報を返す。
【０１４１】
　プロトコル層１００１が受信側によって返される確認情報を受信した後、データ伝送装
置１００２は、確認情報に従ってデータパケットに関する情報を取得し、データパケット
に関する情報に従って送信側に向けたＡＣＫを構築する。データ伝送装置１００２は、Ａ
ＣＫを構築し、それを送信側に送信してもよく、あるいは、ＡＣＫが構築される必要があ
るかどうか判断し、次いで、必要なときにＡＣＫを構築し、それを送信側に送信してもよ
い。判断方法の詳細については、前述の方法の実施形態における関連する説明を参照され
たい。また、受信側によってデータ伝送装置１００２に送信されるＡＣＫが送信側に転送
される必要があるかどうかの判断が実施されてもよい。
【０１４２】
　上記の中間ＮＥはＲＮＣとすることができることに留意されたい。この場合、データ伝
送装置１００２はＴＣＰプロキシとすることができ、プロトコル層１００１はＲＬＣ層と
することができる。
【０１４３】
　前述の実施形態では、データ伝送装置１００２およびプロトコル層１００１は同じ中間
ＮＥに位置する。データ伝送装置１００２とプロトコル層１００１とは異なる中間ＮＥに
位置してもよいことが理解されよう。
【０１４４】
　したがって、この実施形態で提供されるデータ伝送装置によれば、ＡＣＫが構築され、
送信側に送信される。よって、ダウンリンクデータパケットのＡＣＫが受信側のＴＣＰ層
においてブロックされることをある程度まで防止することができ、送信側がより速くウィ
ンドウをスライドさせることが可能になり、エアインターフェースのための十分なデータ
が提供され、送信データの欠落という事態を防止することができ、エアインターフェース
の利用が改善され、データ伝送の性能およびユーザの体感が向上する。
【０１４５】
　本明細書で示す方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウェアによっても、プロ
セッサによって実行されるソフトウェアモジュールによっても、これら両方によっても実
施され得る。ソフトウェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、コンピュ
ータメモリ、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、電気的プログラム可能ＲＯＭ、電気的消去可
能プログラム可能ＲＯＭ、レジスタ、ハードディスク、取り外し可能ディスク、コンパク
トディスク読取り専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）に、あるいは当分野で周知の他の任意の形
態の記憶媒体に位置していてもよい。
【０１４６】
　本発明は、いくつかの例示的実施形態によって説明されているが、そのような実施形態
だけに限定されるものではない。当業者は、本発明の趣旨および範囲を逸脱することなく
、本発明に改変および変更を加え得ることは明らかである。本発明は、それらの改変およ
び変更が、添付の特許請求の範囲またはその均等物によって定義される保護の範囲内に該
当する限りにおいて、それらの改変および変更を包含すべきものである。
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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月28日(2011.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は移動体通信分野に関し、詳細には、データ伝送方法および装置に関する。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の一実施形態で提供されるデータ伝送方法は、
　送信側によって送信されたデータパケットを受信するステップと、
　受信されたデータパケットを、プロトコル層を介して受信側に送信するステップと、
　受信側によって送信側に送信されたデータパケットの確認情報をプロトコル層が受信し
た後、確認情報に従って対応するデータパケットに関する情報を取得するステップと、
　対応するデータパケットに関する取得情報に従って送信側に向けた肯定応答ＡＣＫを構
築するステップと、
を含む。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
　第２の構築部７０４は、取得部７０３によって取得されるデータパケットに関する情報
に従って、送信側に向けたＡＣＫを構築するように構成されている。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信側によって送信されたデータパケットを受信するステップと、
　前記受信されたデータパケットを、プロトコル層を介して受信側に送信するステップと
、
　前記プロトコル層が前記受信側から前記データパケットの確認情報を受信した後、前記
確認情報に従って対応するデータパケットに関する情報を取得するステップと、
　前記対応するデータパケットに関する取得情報に従って前記送信側に向けた肯定応答Ａ
ＣＫを構築するステップと、
を含む、データ伝送方法。
【請求項２】
　送信側によって送信されたデータパケットを受信するステップは、
　送信側によって送信されたデータパケットを受信し、前記受信されたデータパケットに
関する情報を記録するステップ、
を含み、
　前記確認情報に従って対応するデータパケットに関する情報を取得するステップは、
　記録されたデータパケットと前記プロトコル層によって受信されたデータパケットとの
関係であるデータパケットマッピングに従って、前記データパケットマッピングに関する
記録情報を検索するステップ、
を含む、請求項１に記載のデータ伝送方法。
【請求項３】
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　前記確認情報に従って前記対応するデータパケットに関する情報を取得するステップは
、
　前記確認情報に従って前記対応するデータパケットのシーケンス番号ＳＮを取得するス
テップ、
を含む、請求項１に記載のデータ伝送方法。
【請求項４】
　前記データパケットが伝送制御プロトコルＴＣＰパケットである場合、前記確認情報に
従って前記対応するデータパケットに関する前記情報を取得する前記ステップは、
　前記対応するデータパケットのＳＮに従って前記ＴＣＰパケットのパケット長およびＴ
ＣＰ　ＳＮを取得するステップ、
をさらに含む、請求項３に記載のデータ伝送方法。
【請求項５】
　前記受信されたデータパケットに関する前記情報を記録するステップは、
　前記データパケットを受信した順序に従って、前記受信されたデータパケットのシーケ
ンス番号ＳＮを記録するステップ、
を含む、請求項２に記載のデータ伝送方法。
【請求項６】
　前記データパケットが伝送制御プロトコルＴＣＰパケットである場合、前記受信された
パケットに関する前記情報を記録するステップは、
　前記ＴＣＰパケットのパケット長およびＴＣＰ　ＳＮを記録するステップ、
をさらに含む
請求項５に記載のデータ伝送方法。
【請求項７】
　前記送信側に向けたＡＣＫを構築するステップは、
　前記ＴＣＰパケットのパケット長およびＴＣＰ　ＳＮに従って、前記ＡＣＫのＳＮが前
記パケット長に前記ＴＣＰ　ＳＮを足したものであるＡＣＫを構築するステップ、
を含む、請求項４または６に記載のデータ伝送方法。
【請求項８】
　前記送信側に向けた前記ＡＣＫを構築する前に、
　前記パケット長に前記ＴＣＰ　ＳＮを足した結果である前記ＡＣＫのＳＮを、前記受信
側によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮと比較するステップと、
　前記受信側によって返された前記ＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮが前記ＡＣＫのＳＮより小
さい場合、前記送信側に向けたＡＣＫを構築するステップと、
をさらに含む、請求項７に記載のデータ伝送方法。
【請求項９】
　前記受信側によって返された前記ＴＣＰ　ＡＣＫを受信すると、前記受信側によって返
された前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮを、前記構築されたＡＣＫの最大ＳＮと比較するステッ
プと、
　前記受信側によって返された前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが前記構築されたＡＣＫの最大
ＳＮより大きい場合、前記受信側から受信された前記ＴＣＰ　ＡＣＫを前記送信側に送信
し、前記受信側によって返された前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが前記構築されたＡＣＫの最
大ＳＮ以下である場合、前記受信側から受信された前記ＴＣＰ　ＡＣＫを廃棄するステッ
プと、
をさらに含む、請求項７または８に記載のデータ伝送方法。
【請求項１０】
　前記プロトコル層と前記受信側との間に確認機構が存在する、請求項１から９のいずれ
か１項に記載のデータ伝送方法。
【請求項１１】
　送信側によって送信されるデータパケットを受信し、前記受信されるデータパケットに
関する情報を記録するように構成された受信部と、
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　前記受信されるデータパケットを、プロトコル層を介して受信側に送信するように構成
された送信部と、
　前記プロトコル層が前記受信側から前記受信側によって前記送信側に送信される前記デ
ータパケットの確認情報を受信した後、記録されるデータパケットと前記プロトコル層に
よって受信されるデータパケットとの関係であるデータパケットマッピングに従って、前
記データパケットに関する記録情報を検索するように構成された検索部と、
　前記検索部によって取得される前記データパケットに関する前記情報に従って前記送信
側に向けた肯定応答ＡＣＫを構築するように構成された構築部と、
を備える、データ伝送装置。
【請求項１２】
　前記受信部によって記録される前記データパケットに関する情報は、前記受信されるデ
ータパケットの順序を示すシーケンス番号ＳＮを含み、前記データパケットが伝送制御プ
ロトコルＴＣＰパケットである場合、前記データパケットに関する情報は、パケット長お
よびＴＣＰ　ＳＮをさらに含み、
　前記構築部は、前記ＴＣＰパケットのパケット長およびＴＣＰ　ＳＮに従って、前記Ａ
ＣＫのＳＮが前記パケット長に前記ＴＣＰ　ＳＮを足したものである前記ＡＣＫを構築す
る
請求項１１に記載のデータ伝送装置。
【請求項１３】
　前記検索部によって取得される前記データパケットに関する情報に従って、ＡＣＫを構
築することが必要であるかどうか判断するように構成された判断部、をさらに備え、
　前記判断部は、前記ＡＣＫを構築することが必要であるかどうかを、
　前記パケット長に前記対応するデータパケットの前記ＴＣＰ　ＳＮを足した結果である
前記ＡＣＫのＳＮを、前記受信側によって返されたＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮと比較する
こと、
によって判断し、
　前記受信側によって返された前記ＴＣＰ　ＡＣＫの最大ＳＮが前記ＡＣＫのＳＮより小
さい場合、前記送信側に向けたＡＣＫが構築される
請求項１２に記載のデータ伝送装置。
【請求項１４】
　前記受信側によって返された前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮを、前記構築部によって構築さ
れる前記ＡＣＫのＳＮと比較するように構成された比較部、
をさらに備え、
　前記受信側によって返された前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが前記構築されたＡＣＫの最大
ＳＮより大きい場合、前記受信側から受信される前記ＴＣＰ　ＡＣＫが前記送信側に送信
され、前記受信側によって返された前記ＴＣＰ　ＡＣＫのＳＮが前記構築されたＡＣＫの
最大ＳＮ以下である場合、前記受信側から受信された前記ＴＣＰ　ＡＣＫが廃棄される
請求項１２または１３に記載のデータ伝送装置。
【請求項１５】
　送信側と受信側との間でデータを伝送するように構成された中間ネットワーク要素ＮＥ
であって、
　プロトコル層と、請求項１１から１４のいずれか１項に記載のデータ伝送装置とを備え
、
　前記プロトコル層は中間ＮＥの任意のプロトコル層であり、前記プロトコル層と前記受
信側との間には確認機構が存在し、前記受信側は、データパケットを受信し次第、前記プ
ロトコル層に確認情報を返し、
　前記プロトコル層と前記データ伝送装置との間ではデータパケットマッピングが共用さ
れ、前記プロトコル層が前記受信側によって返される前記確認情報を受信した後、前記デ
ータ伝送装置は、前記データパケットマッピングに従って肯定応答ＡＣＫを構築し、前記
ＡＣＫを前記送信側に送信する、
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中間ネットワーク要素ＮＥ。
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